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■計画概要

本資料は、「東⼤阪市新⽔道庁舎整備事業」において、東⼤阪市の本事業における基本的な考え⽅や各種計画を踏
まえ計画した本施設について、基本設計の計画概要をとりまとめたものである。

〇はじめに

・本事業の⽬的を果たすため、最上級の耐震性能を確保し有事の際の安全性を着実に確保する構造計画とし、構造
計画と⼀体的な外観を計画する。

・利便性、施⼯性、建設費の最適化を図る配置計画を⾏い、来庁者の利⽤と職員の⽇常利⽤を明確にゾーニングし、
利⽤しやすい施設となるよう計画する。

・「みなも」をモチーフとした外観をデザインし、『⽔』を取り扱う⽔道庁舎らしさとともに東⼤阪の特⾊を⽣かす
ファサードデザイン、また圧迫感を軽減するよう計画し周辺環境に配慮した建築計画とする。

・環境負荷低減に向けて対策を図り、ZEB Ready を実現する。
・防災機能を確実に維持する BCP 庁舎とし、災害に耐え、迅速に活動可能な防災機能を創出する。

〇本事業の⽬的

〇本施設の基本的な考え⽅

現東⼤阪市⽔道庁舎は⽼朽化が進⾏しており、また、求められている耐震性能を有していないことも判明してお
り、早急かつ抜本的な対応として新⽔道庁舎を建設する。
⽔道庁舎は、⽔道事業の中枢的施設であり、⽇常及び災害時においても、その対策拠点としての役割もある重要な
拠点であり、新⽔道庁舎の整備においてもそれらの観点を重視した施設の整備が本事業の⽬的である。
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表 「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準 令和 3年版」における分類(本庁舎) 

■外観デザイン

・新⽔道庁舎の基本⽅針「安⼼・信頼される体制をつくる」「災害対策拠点を作る」「環境に配慮し、将来につなげる」に基づ
いた外観計画とする。

・本施設の特⾊である耐震安全性を⾼めた構造計画を⽣かしたシンプルな構成による外観デザインを計画する。

〇耐震安全性の⾼い構造計画

●構造計画と⼀体的に計画し周辺環境に配慮した外観計画イメージ

●主要な外装仕上げイメージ

・「みなも」をモチーフとした外観をデザインし、『⽔』を取り扱う⽔道庁舎らしさとともに東⼤阪の特⾊を⽣かすファサー
ドデザインを計画する。

・ファサードを分割して⽴⾯を構成し、庁舎の南東、北東⾓は⾓を落とすデザインとし、圧迫感を軽減した周辺環境に配慮
した建築計画とする。

( 外装等の配⾊の詳細は実施設計以降の協議とし、本イメージは基本設計段階の想定とする )

庁舎全体のデザインモチーフである「みなも」を内装デザインにも反映し⽔道庁舎らしさを表現する。
曲線を⽤いたデザインや、仕上げの選定において「みなも」をデザインモチーフとした内装仕上げを計画する。
空間の特性に合わせた仕上げや⾊彩計画を⾏い、知的⽣産性の向上を図る。

〇新⽔道庁舎の基本⽅針に基づいた外観計画

〇「みなも」をモチーフとした東⼤阪の特⾊を⽣かす外観デザイン

〇「みなも」をモチーフとした内装デザイン
■内装デザイン

■構造計画

(参考)リフレッシュコーナーイメージ(参考)エントランスイメージ

1.アプローチから庁舎エントランスまで、「みなも」をモチーフとした外観デザイン1.アプローチから庁舎エントランスまで、「みなも」をモチーフとした外観デザイン 2. 東⼤阪のモノづくりの技術⼒を⽣かすファサードデザイン2. 東⼤阪のモノづくりの技術⼒を⽣かすファサードデザイン

3. ⽔道事業のPRのため耐震性貯⽔槽を地上に設置3. ⽔道事業のPRのため耐震性貯⽔槽を地上に設置

・『⽔』を取り扱う⽔道庁舎らしい「みなも」がデザインモチーフ
・アプローチからエントランスまで「みなも」の重なりの様な連続性をもたせ

ながら構成
・東⻄⽴⾯は雁⾏形状、かつ外壁の着⾊により、シンプルな構成でありつつ、

圧迫感を軽減するファサード

・『⽔』を取り扱う⽔道庁舎らしい「みなも」がデザインモチーフ
・アプローチからエントランスまで「みなも」の重なりの様な連続性をもたせ

ながら構成
・東⻄⽴⾯は雁⾏形状、かつ外壁の着⾊により、シンプルな構成でありつつ、

圧迫感を軽減するファサード

・東⼤阪の特⾊のひとつである町⼯場の技術を⽣かし、建物の顔とな
るエントランスホールは⾦属系材料を採⽤したファサードで構成

・東⼤阪の特⾊のひとつである町⼯場の技術を⽣かし、建物の顔とな
るエントランスホールは⾦属系材料を採⽤したファサードで構成

・耐震性貯⽔槽は⽔道事業の PR のため地上に設置
・庁舎に近接し設置することで来庁者含め多くの⼈の⽬に留まり防

災意識の向上も図る

・耐震性貯⽔槽は⽔道事業の PR のため地上に設置
・庁舎に近接し設置することで来庁者含め多くの⼈の⽬に留まり防

災意識の向上も図る

「みなも」の連なり

圧迫感を軽減する
ファサードの分割

東⼤阪の特⾊を⽣かす
⾦属材ファサード

防災意識の向上を図る
地上に設置した耐震性貯⽔槽

主要外装材
Ａ：外壁  ：RC打放し補修の上、複層塗材E
Ｂ：外壁  ：RC打放し補修の上、クリア塗装
Ｃ：外装  ：エキスパンドメタル ２重貼
Ｄ：⽬隠し壁：エキスパンドメタル

D A(チャコールグレー)

A(⽩)

A(⽩)A(⽩)A(チャコールグレー)
B

C

C

壁柱の採⽤ (⾮構造壁の効率利⽤ )
・耐震性能の向上
・地震時の変形抑制

コーナーウォールコア
・耐震性能の向上
・地震時の変形抑制

耐震性貯⽔槽
・庁舎の躯体で⽀持
・耐震性能の向上
・沈下抑制

庁舎の上杭に SC杭を採⽤
・耐震性能 ( 靭性能 ) の向上

地下オイルタンクを杭基礎で⽀持
・耐震性能の向上
・沈下抑制

耐震安全性の⽬標は「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準 令和 3年版」で規定されている耐震安全性の分類に基
づき、「構造体：Ⅰ類 (重要度係数 1.5)」とする。
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⾃然換気⾃然換気⾃然換気

太陽光パネル太陽光パネル太陽光パネル ⾵除室⾵除室⾵除室

当直室当直室当直室

エントランスホールエントランスホールエントランスホール

環境啓発
コーナー
環境啓発
コーナー
環境啓発
コーナー

防災倉庫
(重量 )
防災倉庫
(重量 )
防災倉庫
(重量 )

メーター倉庫メーター倉庫メーター倉庫 資材倉庫資材倉庫資材倉庫

サーバー室サーバー室サーバー室 電話
機械室
電話
機械室
電話
機械室

帳票
保管庫
帳票
保管庫
帳票
保管庫

廊下廊下廊下

会議室会議室会議室

PS
EPS
PS
EPS
PS
EPS

階段階段階段

清掃
資材置場
清掃

資材置場
清掃

資材置場

清掃業者
控室

清掃業者
控室

清掃業者
控室

更⾐室更⾐室更⾐室

更⾐室更⾐室更⾐室

廊下廊下廊下

執務室執務室執務室

執務室執務室執務室

来客窓⼝来客窓⼝来客窓⼝

銀⾏
窓⼝
銀⾏
窓⼝
銀⾏
窓⼝

相談室相談室相談室

消耗品
置場
消耗品
置場
消耗品
置場

休憩
スペース
休憩

スペース
休憩

スペース

PSPSPS EPSEPSEPS

昇降機昇降機昇降機
授乳室授乳室授乳室

階段階段階段
消⽕
ポンプ
室

消⽕
ポンプ
室

消⽕
ポンプ
室

EVホールEVホールEVホール

⾞いす⽤
駐⾞場
⾞いす⽤
駐⾞場
⾞いす⽤
駐⾞場

建物
主出⼊⼝
建物

主出⼊⼝
建物

主出⼊⼝

建物
副出⼊⼝
建物

副出⼊⼝
建物

副出⼊⼝

リフレッシュ
コーナー

リフレッシュ
コーナー

リフレッシュ
コーナー

屋上屋上屋上

屋上屋上屋上

EVホールEVホールEVホール

便所便所便所

便所便所便所

階段階段階段 階段階段階段

階段階段階段

PS
EPS
PS
EPS
PS
EPS

シャワー
/脱⾐室
シャワー
/脱⾐室
シャワー
/脱⾐室

PS
EPS
PS
EPS
PS
EPS

更⾐室更⾐室更⾐室

シャワー
/脱⾐室
シャワー
/脱⾐室
シャワー
/脱⾐室

リフレッシュ
コーナー

リフレッシュ
コーナー

リフレッシュ
コーナー

廊下廊下廊下

共⽤書庫共⽤書庫共⽤書庫

消耗品
置場
消耗品
置場
消耗品
置場

給⽔謄本庫
受⽔槽台帳庫
給⽔謄本庫
受⽔槽台帳庫
給⽔謄本庫
受⽔槽台帳庫

執務室執務室執務室

更⾐室更⾐室更⾐室仮眠室仮眠室仮眠室

設計積算室設計積算室設計積算室

GIS システム管理室GIS システム管理室GIS システム管理室
厚⽣室厚⽣室厚⽣室

PSPSPS EPSEPSEPS

昇降機昇降機昇降機
給湯室給湯室給湯室

会議室会議室会議室

来客窓⼝
スペース
来客窓⼝
スペース
来客窓⼝
スペース

EVホールEVホールEVホール

便所便所便所

階段階段階段

PSPSPS EPSEPSEPS

昇降機昇降機昇降機
給湯室給湯室給湯室

イベント備品庫
兼

被服保管庫

イベント備品庫
兼

被服保管庫

イベント備品庫
兼

被服保管庫

会議室
(災害時受援
スペース )

会議室
(災害時受援
スペース )

会議室
(災害時受援
スペース )

執務室執務室執務室
管理者室管理者室管理者室

災害対策本部
(通常時は会議室として使⽤ )

災害対策本部
(通常時は会議室として使⽤ )

災害対策本部
(通常時は会議室として使⽤ )

防災倉庫
(軽量 )
防災倉庫
(軽量 )
防災倉庫
(軽量 )

中央監視室中央監視室中央監視室

共⽤書庫共⽤書庫共⽤書庫

リフレッシュ
コーナー

リフレッシュ
コーナー

リフレッシュ
コーナー

医務室医務室医務室

休養室休養室休養室

消耗品
置場
消耗品
置場
消耗品
置場⼈事OA室⼈事OA室⼈事OA室

電⼦⼊札
システム室
電⼦⼊札
システム室
電⼦⼊札
システム室

会議室会議室会議室

▽1FL=T.P.=＋3.80新⽔道庁舎

△計画地周辺⾼さ (T.P.=+3.30)

▽浸⽔被害想定 0.5m未満

500
000

緊急⾞両
駐⾞場

来庁者
駐⾞場

公⽤⾞
駐⾞場

公⽤⾞
駐⾞場

ゴミ庫

職員駐輪場

受⽔槽

緊急時に建物四周を
回遊できる⾞両動線

視認しやすい
屋根のかかった
アプローチ

来庁者駐輪場

耐震性貯⽔槽

N

N

凡例

：⾞両動線
：公⽤⾞両動線
：緊急臨時⾞両動線

：来庁者歩⾏者動線
：職員歩⾏者動線

：職員⾃動⼆輪動線

：来庁者⾃転⾞動線
：職員⾃転⾞動線

：来庁者ゾーン
：職員ゾーン
：緊急ゾーン

：共⽤
凡例

：営業業務
：執務
：災害対策
：職員サポート
：倉庫/バックヤード
 /その他

■配置計画
〇⽔道庁舎機能を6つ(共⽤・営業業務・災害対策・職員サポート・倉庫/バックヤード)に分け、機能に応じたゾーニン
 グを計画する。
〇共⽤エリアは、⻄側に集約することで来庁者の動線を短縮し、利⽤しやすい計画とする。
〇倉庫エリアは⾞両での搬出⼊と台⾞での運搬を考慮し、北側のメイン⾞路に⾯して集約配置する。
〇執務室は間仕切りの少ない空間とし、グループアドレスの採⽤により業務効率性の向上を図る。
〇災害対策エリアは３階に集約し、各室隣接配置することで相互の連携が可能な計画とする。 

１階

■平⾯計画

〇本計画がハザードマップにおいて 0.5m 未満の浸
⽔被害を想定していることを踏まえ、計画地周辺
⾼さから+0.5mの⾼さに 1FL を設定する。

〇⽇射エネルギー活⽤のため、屋上へ太陽光パネル
を設置する。

■断⾯計画

〇計画地中央に⽔道庁舎本庁舎を配置し、庁舎⻄側を来庁者ゾーン、庁舎東側を職員ゾーン、敷地北側を緊急ゾーンとして明確
 なゾーニングを計画する。
〇本庁舎北側にメイン⾞路、メイン⾞路と交錯しないエントランスホールまでの歩⾏者動線を計画し、安全性に配慮する。
〇建物四周に緊急臨時⾞両動線を確保し、敷地内の⾞両動線の利便性向上を図る。
〇アプローチから動線に沿って連続するキャノピーにより、エントランスの位置が視認しやすく利⽤しやすい外構を計画する。

２階

３階
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